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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第66期

第１四半期連結
累計期間

第67期
第１四半期連結
累計期間

第66期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2022年４月１日
至2022年６月30日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

売上高 (千円) 7,495,381 7,938,361 29,365,738

経常利益 (千円) 1,734,097 2,957,166 6,000,704

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益

(千円) 1,376,790 1,917,472 1,849,531

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,607,534 1,539,230 1,564,066

純資産額 (千円) 32,193,363 33,112,759 31,816,439

総資産額 (千円) 56,914,784 61,265,837 58,043,553

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 56.71 78.94 76.15

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 55.5 53.0 53.7
 

(注) １．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（2022年４月１日～2022年６月30日）における世界経済は、新型コロナウイルス感染症

がもたらした経済ならびに社会の混乱が十分に解消しない中、ロシアのウクライナ侵攻の長期化に伴う経済制裁およ

び物流ルートの制限、中国の「ゼロコロナ」政策下における活動制約などがサプライチェーンの混乱に拍車をかけま

した。さらに40年ぶりともいわれる水準で世界的にインフレが進行しました。

当社グループの主要顧客である自動車産業におきましても、長引くサプライチェーンの混乱を受けて自動車メー

カー各社では計画比で減産を余儀なくされ、2022年上半期の世界ライトビークルの販売台数は、コロナ禍からの需要

回復が旺盛であった前年同期に比べ8.5％減少しました。一方で、先進諸国における脱炭素化ならびにデジタル化への

意識は依然高く、電動車へのシフトも加速しています。

当社グループにおきましては、自動車排ガス浄化触媒、酸素センサーなどの車載用途で自動車減産の影響を受けた

ものの、電子材料、光学材料、歯科材料、産業用構造部材などは堅調に推移しました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、販売数量が前年同期比で11.5％減少したものの、原材料価

格の高騰に伴う販売価格上昇や円安による為替影響等により7,938百万円（前年同期比5.9％増、業績予想34,500百万

円に対して進捗率23.0％）、営業利益は、在庫販売効果、為替影響等により1,720百万円（前年同期比63.3％増、業績

予想4,800百万円に対して進捗率35.9％）、経常利益は、外貨建資産における為替差益の計上等により2,957百万円

（前年同期比70.5％増、業績予想4,800百万円に対して進捗率61.6％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,917

百万円（前年同期比39.3％増、業績予想3,900百万円に対して進捗率49.2％）となりました。

 
（注）進捗率は、2022年5月13日公表の連結業績予想と比較しております。

 
用途別の販売状況は、次のとおりであります。

（触媒用途）

当社グループの主力製品である自動車排ガス浄化触媒材料は、部品不足による自動車減産の影響を受け、自動車販

売台数の急回復に伴う需要を取り込んだ前年同期を販売数量で下回ったものの、原料価格の高騰に伴う販売価格上昇

や円安による為替影響を受け、増収となりました。

その結果、触媒用途の当第１四半期連結累計期間の売上高は、4,772百万円（前年同期比6.6％増、業績予想21,370

百万円に対して進捗率22.3％）となりました。

 
（電子材料・酸素センサー用途）

電子材料は、圧電素子や積層セラミックコンデンサ（MLCC）などの電子部品用途の販売数量が前年同期に届かな

かったものの、コロナ禍以前を上回る水準で推移しました。光学材料は、一部の用途で最終製品の在庫調整の影響を

受けながらも堅調に推移しました。二次電池材料は在庫調整の影響を受けたものの、新規採用が加わり、販売数量で

前年同期を上回りました。

酸素センサー材料は、自動車販売台数の急回復に伴う需要を取り込んだ前年同期を下回りました。

これらの結果、電子材料・酸素センサー用途の当第１四半期連結累計期間の売上高は、801百万円（前年同期比

0.8％増、業績予想3,320百万円に対して進捗率24.1％）となりました。
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（ファインセラミックス用途）

歯科材料ならびに産業用構造部材は、経済正常化が進む先進主要国が需要を牽引し、コロナ禍以前を上回る水準で

推移しました。キッチンセラミックスは、インバウンド需要の回復には時間を要するものの、最終製品の販路拡充等

により、増収が続いております。

燃料電池材料は、顧客の工場改修に伴う在庫調整の影響を受け、前年同期を下回りました。

これらの結果、ファインセラミックス用途の当第１四半期連結累計期間の売上高は、912百万円（前年同期比1.1％

増、業績予想3,740百万円に対して進捗率24.4％）となりました。

 
（耐火物・ブレーキ用途）

耐火物材料は、円安の進行等により、国産品と輸入品の価格差が小さくなった結果、当社製品の需要が高まり、前

年同期を大きく上回りました。

ブレーキ材は、自動車販売台数の急回復に伴う需要を取り込んだ前年同期を販売数量で下回ったものの、原料価格

の高騰に伴う販売価格上昇により、増収となりました。

これらの結果、耐火物・ブレーキ用途の当第１四半期連結累計期間の売上高は、939百万円（前年同期比19.6％増、

業績予想3,910百万円に対して進捗率24.0％）となりました。

 
（その他用途）

アルミ配管ろう付け用フラックスは、自動車向け、家電向けともに、中国のロックダウンに起因する在庫調整の影

響を受け、前年同期を下回りました。

フラックス以外についても、一部製品で半導体不足や自動車減産による影響が見られたものの、原料価格の高騰に

伴う販売価格上昇により、売上高は前年同期並みの水準で推移しました。

これらの結果、その他用途の当第１四半期連結累計期間の売上高は、512百万円（前年同期比4.3％減、業績予想

2,160百万円に対して進捗率23.7％）となりました。

 

(2) 財政状態の状況

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は61,265百万円で、前連結会計年度末に比べ3,222百万円増加しました。

これは主に、有形固定資産の増加（1,298百万円）、原材料及び貯蔵品の増加（1,028百万円）、仕掛品の増加(990百万

円)によるものです。

　当第１四半期連結会計期間末における負債は28,153百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,925百万円増加しまし

た。これは主に、短期借入金の増加（900百万円）、流動負債その他の増加（802百万円)、長期借入金（1年内返済予定

の長期借入金含む）の増加（366百万円）によるものです。

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は33,112百万円で、前連結会計年度末に比べ1,296百万円増加しました。

これは主に、利益剰余金の増加（1,674百万円）によるものです。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は前連結会計年度末53.7％から53.0％となりました。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は232百万円であります。なお、当第１四半期連

結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 97,600,000

計 97,600,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2022年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,400,000 24,400,000
東京証券取引所
(プライム市場)

単元株式数
100株

計 24,400,000 24,400,000 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。　

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年４月１日～
2022年６月30日

－ 24,400,000 － 787,100 － 1,194,589
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができません。よって、直前の基準日である2022年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

 
① 【発行済株式】

   2022年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 108,800
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 24,282,500
 

242,825 ―

単元未満株式 普通株式 8,700
 

― ―

発行済株式総数 24,400,000 ― ―

総株主の議決権 ― 242,825 ―
 

(注)　「単元未満株式」には当社所有の自己株式89株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2022年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

第一稀元素化学工業
株式会社

大阪市中央区北浜４丁目
４番９号

108,800 ― 108,800 0.45

計 ― 108,800 ― 108,800 0.45
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2022年４月１日から2022年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2022年４月１日から2022年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第66期連結会計年度　EY新日本有限責任監査法人 

　第67期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　有限責任監査法人トーマツ
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,840,381 8,790,305

  受取手形及び売掛金 6,025,223 6,053,761

  製品 5,619,407 5,788,338

  仕掛品 1,986,425 2,977,015
  原材料及び貯蔵品 4,209,359 5,238,077
  その他 1,822,030 1,554,349

  流動資産合計 28,502,826 30,401,847

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,784,030 5,729,274

   機械装置及び運搬具（純額） 5,868,061 6,135,460

   土地 2,235,721 2,235,721

   建設仮勘定 10,353,215 11,456,433

   その他（純額） 332,029 314,644

   有形固定資産合計 24,573,058 25,871,534

  無形固定資産 1,385,494 1,139,559

  投資その他の資産   

   その他 6,031,111 6,861,065

   貸倒引当金 △2,448,937 △3,008,170

   投資その他の資産合計 3,582,174 3,852,895

  固定資産合計 29,540,726 30,863,990

 資産合計 58,043,553 61,265,837

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 873,067 966,643

  短期借入金 2,900,000 3,800,000

  1年内返済予定の長期借入金 3,298,497 3,598,375

  未払法人税等 1,253,479 954,732

  賞与引当金 447,887 167,917

  役員賞与引当金 32,804 32,804

  その他 1,314,690 2,117,131

  流動負債合計 10,120,426 11,637,604

 固定負債   

  長期借入金 15,742,776 15,809,470

  退職給付に係る負債 2,550 2,783

  その他 361,361 703,220

  固定負債合計 16,106,687 16,515,473

 負債合計 26,227,113 28,153,078

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 787,100 787,100

  資本剰余金 1,154,772 1,154,772

  利益剰余金 29,102,373 30,776,935

  自己株式 △40,185 △40,185

  株主資本合計 31,004,060 32,678,622

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 310,875 291,904

  為替換算調整勘定 △258,272 △629,815

  退職給付に係る調整累計額 138,966 137,640

  その他の包括利益累計額合計 191,569 △200,270

 非支配株主持分 620,809 634,407

 純資産合計 31,816,439 33,112,759

負債純資産合計 58,043,553 61,265,837
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 7,495,381 7,938,361

売上原価 5,388,666 5,008,690

売上総利益 2,106,714 2,929,671

販売費及び一般管理費 1,052,879 1,208,683

営業利益 1,053,835 1,720,988

営業外収益   

 受取利息 13,526 10,709

 受取配当金 7,892 11,489

 持分法による投資利益 35,273 16,567

 為替差益 531,134 2,090,592

 助成金収入 400 1,405

 その他 106,973 13,292

 営業外収益合計 695,200 2,144,056

営業外費用   

 支払利息 13,814 47,056

 デリバティブ評価損 － 297,958

 貸倒引当金繰入額 － 559,232

 その他 1,123 3,631

 営業外費用合計 14,938 907,879

経常利益 1,734,097 2,957,166

特別損失   

 固定資産除却損 16,167 －

 特別損失合計 16,167 －

税金等調整前四半期純利益 1,717,930 2,957,166

法人税、住民税及び事業税 327,954 913,103

法人税等調整額 7,235 119,738

法人税等合計 335,189 1,032,841

四半期純利益 1,382,740 1,924,324

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,949 6,851

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,376,790 1,917,472
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 1,382,740 1,924,324

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △12,313 △18,970

 為替換算調整勘定 244,842 △395,421

 退職給付に係る調整額 △7,013 △1,325

 持分法適用会社に対する持分相当額 △720 30,625

 その他の包括利益合計 224,794 △385,093

四半期包括利益 1,607,534 1,539,230

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,595,612 1,525,632

 非支配株主に係る四半期包括利益 11,921 13,597
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費は次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年６月30日)

減価償却費 604,222千円 641,025千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年６月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月20日
取締役会

普通株式 242,791 10.00 2021年３月31日 2021年６月23日 利益剰余金
 

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月17日
取締役会

普通株式 242,911 10.00 2022年３月31日 2022年６月24日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、化学工業製品の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 （収益認識関係）

　　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 売上高

主たる地域市場  

　日本 3,262

　アジア 1,816

　北米 1,356

　欧州 994

　その他 64

計 7,495

用途別の販売  

　触媒 4,476

　電子材料・酸素センサー 795

　ファインセラミックス 902

　耐火物・ブレーキ材 785

　その他 534

計 7,495
 

 
　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 売上高

主たる地域市場  

　日本 3,586

　アジア 1,871

　北米 1,318

　欧州 1,060

　その他 101

計 7,938

用途別の販売  

　触媒 4,772

　電子材料・酸素センサー 801

　ファインセラミックス 912

　耐火物・ブレーキ材 939

　その他 512

計 7,938
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年６月30日)

１株当たり四半期純利益 56円71銭 78円94銭

　(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,376,790 1,917,472

　　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益 1,376,790 1,917,472

　　普通株式の期中平均株式数(株) 24,279,123 24,291,111
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

2022年５月17日開催の取締役会において、2022年３月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり期末配

当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額　242,911千円

② １株当たりの金額 10円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2022年６月24日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

2022年8月10日

第一稀元素化学工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大阪事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 奥　　村　　孝　　司  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 福　　井　　さ　わ　子  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一稀元素化学工

業株式会社の2022年4月1日から2022年6月30日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2022年4月1日から2022年6

月30日まで）及び第1四半期連結累計期間（2022年4月1日から2022年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一稀元素化学工業株式会社及び連結子会社の2022年6月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
その他の事項

会社の2021年6月30日をもって終了した前連結会計年度の第1四半期連結会計期間及び第1四半期連結累計期間に係る四

半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2021年8月11日付で無限定の結論を表明しており、ま

た、当該連結財務諸表に対して2022年6月23日付で無限定適正意見を表明している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
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監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
　

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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